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生比奈保育所が完成

改築が急がれていた生比奈保育所が新し

く建築され� . 3月30日その落成式が行われ

ました。

新しくなった保育所は，子育てを支援す

るための相談室や乳児保育への対応などの

設備が整った近代的な建物となっています。

建物の面積は747 .93rTIで鉄骨平屋建，総

事業費� 2億3凹万円を要して建てられたもの

です。

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数)2.078戸 (人口)男 3.4白人女�  3.752人計�  7.235人(平成10年3月2日現在)

(出生)男 1女1計2 死亡)男6女3計9 転入)男� 2女� 2計4 転出)男� 5女12計17
広報かつうら� 4月号第334号平成10年4月� 1日発行編集・発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 FAX 2-3028 
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障問亙


|総務課|

-行政係 ・人事係 |・財政係 |・庶務係 ・町民税係 |・社会福祉係 |・予防係 ・保健係 い生活環境係
・防災係 ・選挙係 |・企画調笠係 |・固定資産税係 ・収納係 |・児童福祉係 |・高齢係 ・陣害係 ド高石工小
・電算係 ・国民健康保険係 |・住民係 ・園長年金係 1・介護保険係 |一一山

課長国清一治|課 長滝花恒子|課長倉橋孝明|課長岡本政市|課長光井雅己|課長桂木 勲

主幹尾原美恵子|課長補佐倉坪 泰幸|課長補佐島 恵次|主幹福徳ヤスエ|課長鮎坂田 敬子院長補佐今川 和人

係長伊丹美悟|係長岩佐誠明|。 坂井芳久|課長補佐秋本恵美子|。 松 田 常 男 防 師 岡 本 重男

山田 徹|主事湯浅みゆき|。 定作光 子|。 前 田 晃 司 | 係 長 福 山 千 佳 子 性 事 坪 井 泰博  

主事河野稔彦 |係長松本重幸|主事補岩田佐智子同健婦味間 恵子性事補北峰 f申治

石木正昭 |主事小林清美|。 橋本美佳子|。 松本澄世

用務員岡本ひろ子 |。 中瀬弘晴|用務員田辺 義弘

所長山田智恵子|所長志摩道子|所長林美智子

次長福井福美|主任問神子家素恵|主任制鈴木倫子

主任問寺尾 弘恵同母国乗安代|調理員河野岐三代

保母阿望美登里|。 増田瑞穂

。 木村美枝|ク 青山美恵子

ク松坂敦子|。斎 雅子

調理員近藤トヨミ|調理員三好 君代

次長山口和紀宣

用務員根本 功

用務員林 健次

固

新たな行政課題や町民の多様なニーズに即応した施策を総合的，機能的に展開するため， 

4月 1日から行政機構を次のように改めました。

厳しい行財政環境に柔軟かつ弾力的に対応して，架橋新時代と 21世紀を展望した「住ん

でよく訪れてよい町づくり」を目指すものです。

今回の機構改革の主なものは，企画財政，健康福祉，産業振興，土木及び耕地等の行政

機構を整備するものです。

新体制への移行時は，ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが，なお一層の効率 

的な行政運営と行政サービスの提供に努めてまいりますので，ご

理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

-農林係 ・商工係 |・農林基盤整備係
・観光係 ・畜産係 |・耕地関連県営事業係

課長戸川茂一 課長石尾治美

課長補佐大島 信明 課長補佐秋成ふみよ

。 宮浦富雄 。 玉置 守

係長新居虞子 主事野上武典

久木喜仁 技師海川 好史

主事大西博己  4シ 松本博文

技師補大上誉司

各課配置図 

JlE 

口 口 口

|住民課| 

-土木係 ・建築係 |・地域振興係
・土木関連県営事業係 |・環境改善係

課長秋本 正|課長駒津輝幸

係長豊岡和久係長柳、津裕之

主事笹山芳宏

技師笠木 義弘

技師補上村和也

主事補寺尾 由美

|耕地課|

|土木課|
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事 務 局� 

局長松浦照雄

次長藤田 都

\~V~\)) 

局長入団 定 所長西野仁美

調理員清水敏子主幹山平志信

次長松下 義和 樫本 由紀

係長前回 泰子 森上やよい

主事蔀 和夫 上西智子

主事補西j兵浩史 岡 久美子

用務員河野 操 中 実千枝

坂本幼竺里U教 諭横田佐奈江

(4009) 西 嶋 喜 美

坂本小空竺j用務員勢田� j登子

(4009) 

横瀬小~ 用務員井元初子
(2009) 

生比剥画 用務員桃本徳枝

(3004) 

勝浦中~ 用務員谷口 和枝

(2591) 

\~~V::> ， ZVV() |lぬ� ::>::>¥11.1)

館長信政 等副院長小西康備

次長坂部幸子 内科医師鈴木雅晴

薬剤師峯 公子

正瑞嘉久

官射線技E森本 康代

検査技師横田 玲子

結お松田千恵子

理学療法士米津 達也

清田 美和� 

看護婦長前田ヤス子

看護婦林 ツヤコ

。 登家 高子

。 坂田ヒナ子

イ〉 吉守節子

石尾美恵子

入国虞美

大西富子

" 山口真理子

泉原孝子�  

日浦勝子

。 稲岡 清子

岡本美智子

。 大西 品子� 

。 津野りき江

。 中陽裕美

中川 美穂� 

。 久保君代

松下洋子�  

久木 章

。 福里子 千代� 

。 小JiI 由子

参事兼河野精一
事務局長 一-

次長大岡 恵子

幸里子 照子

係長谷i奈美津子

主事後藤信之�  

主事補藤井小百合

用務員徳、山 正利

用務員森本秀則

用務員鶴本 良昭

栄養士� t反口 文子

調理員新居美代子

ク 呑口 早苗

イシ 栗 坂 早 苗

j奏 清美

宮 下 朝 子

回
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③b等歯劫貸


ご脊じですが号騨 1警験豊j慶


平
成
九
年
度 

中田順子 木原努
さん(久国) さん(棚野)

平
成
九
年
度
、
朝
桐
奨
学

賞
に
木
原
努
さ
ん
と
中
田

順
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民

・

故
朝
桐
猪
平
先
生
の
尊
い
ご

遺
志
を
永
久
に
残
す
た
め
、

ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資

金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す

る
生
徒
の
中
で
、
学
業
や
人

物
が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健

全
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
中
で
、

小
学
校
・
中
学
校
と
全
て
皆
勤
で
あ

っ
た
花
岡
陽
介
さ
ん
に

勝
浦
町
教
育
委
員
会
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。毎

日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
た
日
数
が
九
年
間
。

と
う
に
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

花岡陽介
さん(中角)

ほ
ん

小

・
中
学
生
の
児
童

・
生
徒
が
い
る
家
庭
で
、
次

に
該
当
す
る
場
合
、
医
療
費
、
給
食
費
、

学
用
品
等

給
食
調
理
員
養
成
講
習
会

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
講
対
象
者

〈受
給
資
格
〉

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

・
子
供

・
寡
婦

-R



前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

女
開
催
日
及
び
時
間

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。 

五
月
十
九
日

ωか
ら
七
月
一
日
附
ま
で

②

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と
な

っ
て

の
聞
の
毎
週
火

・
水
曜
日

い
λω

。

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税
の

(
講
習
時
間
は
七
十
時
間
十
四
日
間
)

減
免
を
受
け
た
。

*

定

員

二
十
名 

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

受

講

料

無

料

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を
希
望

女
受
講
旅
費
等
の
支
給

し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

受
講
に
要
す
る
交
通
費
等
を
支
給
し

ま
す
。
二
定
の
要
件
必
要
)

⑥

世

帯

全

体
の
収
入
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
。

※
詳
し
く
は

-R



〈申
請
書
提
出
期
間
〉

徳
島
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
十
年
四
月
一
日

1
四
月
二
十
日

徳
島
市
中
昭
和
町

一
丁
目
二

浦
町
.教
育
委
員
会
事
務
局
(
信
二 

な
お
、
申
請
書
の
様
式
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
勝

宮 

八
八
六
|
宜
四
|
七
四

一
八

O

l
二
五
一
五
)
ま
で
。

勝浦町育英奨学金の

貸付けについて


-
募
集
期
間

平
成
十
年
四
月
一
日

1
四
月
二
十
日

・
採
用
予
定
人
員

高

校

生

四

人

程

度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

二
人
程
度

大

学

生

五

人

程

度

-
奨
学
貸
付
金
等
の
額

高
校
生
月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生
月
額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準
備
金
・

大
学
入
学
準
備
金

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

-
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一
、
奨
学
金
貸
付
願
書

二
、
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三
、
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四
、
町
内
じ
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書

(
住
民
票
ま
た
ほ
戸
籍
抄
本
等
)

五
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
の
様
式
、
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務

局

(
宮
二
|
二
五
一
五
)
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

回
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山

平

永豆三

路子五3
大空量三
震� L霊旦

議吾妻

災� ??ih 

f査

か� uu  
22量

る円ヰミ

iλ 


年3月31日までにしてください。

なお，当初平成10年 3月31日までとしていた住宅助

成金(持家修繕助成，賃貸住宅入居助成，住宅再建助

成)についても，平成11年 3月31日までとなりました。

配分項目及び申請書の提出先等は，次のとおりです。

民
生
児
童
委
員
さ
ん
が
阪
神
・
淡

路
大
震
災
被
災
者
が
暮
ら
す
神
戸
市

中
央
区
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
仮
設
住

宅
を
訪
問
し
、
勝
浦
町
の
特
産
で
あ

四
五 
0
キ
ロ
を
持
参

そ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い

て
、
「
河
内
音
頭
」
や

「勝
浦
音
頭
」、

「阿
波
踊
り
」
で
元
気
づ
け
ま
し
た
。

大
震
以
後
設
住
宅
訪
問
を
し
て

美
千
江

目
の
当
り
で
見
た
仮
設
の
状
況
は
、

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
六
十
五
歳
以

上
が
八
十
五
切
れ
を
占
め
て
い
る
と
か
、

淋
し
く
孤
独
死
し
て
い
る
と
聞
き
胸

が
痛
む
思
い
で
し
た
。

殺
伐
と
し
た
仮
設
で
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
っ
て
い
る
方
が
増
え
て

い
る
し
、
心
の
病
気
も
出
て
い
る
そ

う
で
、
一
日
も
早
く
行
政
の
力
で
元
の

生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

ノ
ー
サ
イ
ド
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
た
ち
の
献
身
的
な
姿
に
心
う
た
れ

た
一
日
で
し
た
。

被
災
者
を
訪
ね
て

野

定

男

一
一
月
二
十
五
日
朝
五
時
半
、
雨
の

植

百
五
十
個
を
持
っ
て
神
戸
仮
設
住
宅

を
訪
問
す
る
。

神
戸
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

の
紹
介
に
よ
る
自
治
会
と
勝
浦
町
出

と
き
「
お
元
気
で
、
体
に
気
を
つ
け

て
」
と
い
っ
て
握
手
を
し
、
笑
顔
で

別
れ
た
こ
と
が
今
も
頭
の
中
に
残
っ

て
い
る
。

後
髪
引
か
れ
る
神
戸
市
訪
問

山

西

喜
一

郎

私
は
神
戸
市
に
お
い
て
昭
和
二
十

年
三
月
十
八
日
の
空
襲
(
太
平
洋
戦

争
)
を
受
け
、
西
は
須
磨
か
ら
東
は

六
甲
ま
で
焼
野
原
と
化
し
、
炎
の
渦

の
中
か
ら
九
死
に
一
生
を
得
て
徳
島

へ
帰
つ
で
き
て
以
来
の
神
戸
市
へ
の

訪
問
で
し
た
。

「
震
災
は
ど
ち
ら
で
遭
わ
れ
ま
し
た

か」

「
長
田
区
で
す
」

「
そ
れ
で
は
あ
の
長
田
の
市
場
の

附
近
で
す
か
」

「
市
場
の
隣
で
す
」

「
あ
の
附
近
は
ゴ
ム
靴
の
会
社
が
あ

っ
て
大
変
で
し
た
ね
。

私
も
神
戸
に

住
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
よ
く
わ
か
り

ま
す
」
と
話
を
し
て
い
く
う
ち
親
し

み
が
増
し
、
手
を
取
り
あ
っ
て
お
互

に
涙
な
が
ら
の
対
面
と
な
り
ま
し
た
。

「
遠
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
言
葉
も
涙
声
に
な
っ
て
い
ま

。

?レ 

h
~

握
っ
た
両
手
に
冷
た
い
風
も
暖
か

く
、
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
神
戸

を
後
に
し
ま
し
た
。

身
の
笹
山
幸
一
さ
ん
ご
夫
妻
の
案
内

で
仮
設
住
宅
を
訪
問
す
る
。

現
在
仮
設
住
宅
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
人
、
ま
た
独
居
老
人
が
八
十
五

切
れ
を
超
え
治
安
も
悪
く
な
り
、
声
を

A
7

掛
け
て
も
返
事
を
し
な
く
な

っ
て
い

る。
訪
問
し
た
お
り
に
も
「
み
か
ん
」

を
み
て
物
売
と
間
違
わ
れ
た
り
し
た

が
、
説
明
す
る
と
気
持
ち
よ
く
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
っ
て
受
け
取

っ

τ

く
れ
た
時
は
う
れ
し
く
ほ
っ
と
す
る
。

は
物
を
も
ら
う
よ
り
、
安
心
し

て
話
し
合
え
る
仲
間
が
ほ
し
い
と
話
し

て
い
た
。

こ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
五
十

人
程
の
被
災
者
と
「
勝
浦
音
頭
」
や

義援金の申請は，平成11年3月31日までに


「
阿
波
踊
り
」
で
交
流
し
た
。
帰
る

義援金の申請をまだされておられない方は，平成11

iE

死亡者 ・行方不明者見舞金 住宅関連助成金
自己 住家損壊見舞金 持家 修繕助成

分 賃貸住宅入居 助 成重傷者見舞金

住 宅 再 建助成要援護家庭激励金項

被災児童 ・生徒教育助成金 生� j舌 支 援 金目
被災児童特別教育資金 (当初分・追加分とも) 

各被災時の住所地の
兵庫県南部地震義援金言t匂合及間全申省 tZF 市役所または町役場の
募集委員会事務局

担当課
先先

中
出
発
。
ぉ
土
産
に
委
員
か
ら
持
ち

寄
っ
た
み
か
ん
を
網
袋
に
詰
め
、
四

3 


L

る

「
み
か
ん 

し
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

すでにこれらの義援金を受けられた方及び過去に申

請したが認められなかった方は，該当しません。

回

MUS04
テキストボックス
民生児童委員会神戸市を訪問
阪神淡路大震災被災者にみかんを贈る
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*勝浦病院医師診察当番表貴

く語くる� 

6・時間
科名 水月 火 木 金

一 徳、大医師

午後

司・.....司-‘.. ‘'....... ....吋'司-‘司・・� 

徳大医師

-司・--

徳大医師

-‘ ・-‘-句h ‘'司・・司・..... ..... 司‘'h ...司� ....唱..h・� .ト ...... ‘・・

近畿かつうらふるさと会だより

・‘‘・噌・‘・ 司・‘・司・司・ .ド‘'h司� .ト h............吋'・ー‘'・.....
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関東阿波かつうら会だより
--va 
，
�
 
--
・，孟
�
 

va--
，.. va

a-V A

--F 

F J M
W

h

H

I

H
 

y

曜日


午前
 平賀院長 鈴木医師 平賀院長 松岡医師 平賀4院長

内 科

午後 鈴木医師 平賀院長 松岡医師 鈴木医師 松岡医師

午前
小 西 小西 小西

外 科
副院長 副院長 副院長小西 小 西

午後

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

四
月
か
ら
内
科
・

三
代
裕

一
郎
医

師
に
代
わ
り
、
新
し
く
鈴
木
雅
晴
医

師
が
赴
任
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

勝浦病院内科医師

鈴 木 雅 晴

*外来受付時間

・内科，外科は午前が11時30分まで，午後
副院長 副院長

は� 4時30分まで。

午前

午前

整形外科

小児科

・整形外科は午前11時まで。

・小児科は午前が12時まで，午後は月曜日

が3時まで，金曜日は� 4時まで0

戸井医師	
・リハビリは午前11時30分まで，午後は� 4

時30分まで。

-	・‘'..吋� ‘'司“'.. ‘・'... 

とき�  6月6自国午後5時かう
第2回総会のご案内5月17日(日午後 1時から

た

て

ま

趣

め

な

。
洲

ら

が

日
本
海
難
防
止
協
会
は
、
海
上
保
安
庁
の
後
援
に
よ

し

め

え

の

勧

じ

す

重

か

す
時
ま

ま

深

増

会

お

存

ま

�

 

り
海
上
保
安
協
会
と
の
共
催
で
、
今
年
七
月
十
六
日
か

ぎ

を

に

'

う

ご

し

明

�

 
5
し

ら
三
十

一
日
ま
で
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
を
展
開
し

過

睦

名

で

よ

を

い

一

間

後

た

ま
す
。
こ
の
運
動
に
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
と
キ
ヤ
�
 チ

が

親

何

の

る

会

願

町

叶

寸

い

り

の

ら

す

さ

ら

お

�

 

て
制
約

。

コ
ピ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

余

互

か

ま

だ

う

う

ド

ル

連

す

だ
さ
い
。
�
 

月

相

名

い

く

つ

よ

り

一

ご

ま

ケ

員

卯

て

会

か

る

日

ホ

日

い

�

 

-
個
人
の
応
募
の
ほ
か
、
小
骨
字
一
校
で
の
段
業
や
ク
ラ
ブ

6
会

の

し

入

.

で
さ
い
円

、一
峨
て

活
動
な
ど
で
、
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
ー
ビ
�
 
ζ

し

レ
ト

ら

ど

初

集

ご

近

だ

�

 

ル
て
や
り

テ
�
 マ

「船
位
確
認
の
励
行
3
正
し
い
海
図
使
用
1
」
�
 

か

な

当

募

に

身

く

�

 

の
い
土
苛

海
の
上
に
は
道
路
が
あ
り
ま
せ
ん
。

船
は
自
分
で
位

式

む

は

を

的

も

知

立

'
階

つ

お

会

組

数

員

極

ん

周

釦

�

 
1
に
を

置
を
測
定
し
て
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
航
海
す
る
必

発

り

員

会

積

さ

ご

公

心

卜

悶

旧

要
が
あ
り
ま
す
�
 

ところ 大丸デパートルビーホール� 第5回総会のご案内;こ;ニューコクサイ (東京駅八重洲北口)

‘
--
，
�
 
.，F

a-v a--F 
.v a

a-v' A-v a--J 
--v

の

取

会

だ

は

皆

ら

例

一

前

判

例

(募
集
要
領
)

旧
石
�
 
ま

士

ん

の

た

度

パ

�

 
の

従

事

た

だ

の

�

 員

し

年

デ

ナ

方

一
、
ポ
ス
タ
ー
図
案
(
一
般
の
部
・
小
中
学
生
の
部
)

月

行

し

ま

同

す

会

ま

本

丸

で

の

�

 

用
紙
を
縦
使
用

(
文
字
は
入
れ
な
い
)

9

'
ま

'

賛

ま

'

い

'

大

定

ん

年

間

り

が

ご

し

お

が

た

�

 '
予

さ

裏
面
に
住
所
、氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

咋

の

い

た

に

た

な

方

ま

口

う

く

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

そ

ま

し

旨

い

い

北

行
た
�
 

官
製
は
が
き

一
枚
に
つ
き
二
作
品
以
内

--' 

.. ，.. ，
，
‘
�
 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
明
記

は

午

の

間

現

す

ひ

。

.v 

(表

彰

等

〉

会

側

す

時

末

で

ぜ

と

日

ま

�

 
'

月

中

'

-
海
上
保
安
庁
長
官
賞、

日
本
財
団
会
長
賞

さ

げ

し

お

�

 

3
集

ら

賞
状
と
盾
お
よ
び
十
万
円
�
 (ポ
ス
タ
ー
・
小
中
学
生

る

月

催

な

。
年

募

た

の
部
四
万
円
)

ふ
�
 5

開

。
す

刊

を

し

ら

は

で

す

ま

成

員

ま

・
日
本
海
難
防
止
協
会
会
長
賞
、
海
上
保
安
協
会
会
長
賞

う

年

イ

ま

し

平

会

い

賞
状
と
盾
お
よ
び
五
万
円
(
ポ
ス
タ
ー
・
小
中
学
生

つ

今

サ

し

た

ハ

だ

が

の
部
二
万
円
�
 
)

か

。
ク

い

い

れ

ま

方

畿

す

コ

願

絡

誌

だ

い

〈応

募

先
〉

近

ま

一

お

連

長

・
小
松
島
海
上
保
安
部	

《
宮
�
 八八
五
三
丁
コ
丁
ニ
ニ
四
四

た

え

ユ

を

ご
、

ム

去

�

 

，
じ

コ

一
七
七
三
|

-

小
松
島
市
小
松
島
町
字
外

し

迎

ニ

加

日

バ

リ

存

叫

足

を

の

参

後

シ

�

 

ご

さ

開
一
ー

一一

ま
た
は
  

発

会

内

の

は

引

い

い

を

だ


-
日
本
海
難
防
止
協
会
企
画
部

に

総

市

方

て

叫

け

会

く


宮
�
 三
|
一二
五
�
 二
|
二
二
三
三


o

月

の

阪

の

い

日

け

と

て

a

9
回

大

ん

つ

は

プ

}

さ

み

〒
一
�
 
五
1
0
0
0
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

一
ー

a-va 

年
�
 5

ら

さ

に

初

引

る

て

--v 

一
七

|
一

虎
ノ
門
五
森
ピ
ル
六
階

o

6

第

か

く

細

当

川

町

ふ

け

a--

締
切
日
平
成
十
年
四
月
二
十
一
日

ω(当
日
必
着
)

-
-
f	

a-

成

で

時

た

詳

会

討

に

か

v--vaJ

平

年

�

 1

'

の

発

で

近

を

--F 

発
表
六
月
初
旬
入
選
者
に
直
接
通
知

本

後

で

等

在

身

声

a
 a.
pa-v o

全国海難防止強調運動用

T

募
B
4

集ポスター・キャッチコピー

O
O

c
o
o

O

O

固

MUS04
テキストボックス
病院だより

MUS04
テキストボックス
近畿かつうらふるさと会だより　　　関東阿波かつうら会だより

MUS04
テキストボックス
全国海難防止強調運動用
ポスターキャッチコピー　募集



日
第
刊
回
勝
浦
川
マ
ラ
ツ
ン
大
会


過
去
最
高

五
九
八
名
が
参
加

A 出場者も様々。小さな子供も参加し，体力づくり

柔
道
で
健
康
な
体
と

正
し
い
礼
儀
を
身
に
つ
け
よ
う
グ

合
同
新
期
生
募
集

町
体
協
柔
道
部

町
体
協
柔
道
部

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
は
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

週
二
回
、
横
瀬
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
練
習
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
、
健
康
づ
く
り
を

考
え
ら
れ
て
い
る
人
、
ぜ
ひ
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

。
入
部
申
し
込
み
・
連
絡
先

与

川

内

高

木

忠

(二
 

|
三
七九 
O
)

あ
る
い
は

町
教
育
委
員
会
三
上
豆

二
)
まで
。

ト

.
本
町
関
係
六
位
ま
で
の
成
績

(敬
称
略
)

万
食
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
(
女
子
)

刈

一
佐

山

平

里

美 

(3
時
間
日
分
話
秒
)

引
女
十
キ
ロ
の
部 

(
ぬ
歳
以
下
男
子
)

円

六

位

柿

原

昌

典 

(
泊
分
日
秒 
) 

J

古
十
キ
ロ
の
部

(ω歳
以
上
男
子
)

晴

三
位

押

栗

義

衛 

(
お
分
お
秒
)

聞
大
五
キ
ロ
の
部 

(ω歳
以
上
男
子
)

何

回

位

藤

木

重

信 

(
児
分
日
秒 
)

阿

古

三
キ
ロ
の
部 

(小
学
生
以
下
男
子
)

ト

二

位

古

田

竜

二

(
日
分
必
秒
)

町

安

三
キ
ロ
の
部 

(小
学
生
以
下
女
子
)

沖

二
位
押
栗
佑
香
(
ロ
分
必
秒
)

日
五
位
藤
木
千
恵
美 
(
は
分 
2
秒
) 

&

六

位

日

浦

直

子 

(
凶
八
刀
日
秒 
)

女
三
キ
ロ
の
部 

(中
学
生
以
上
男
子
)

三
位

畠

田

康

弘 

(
日
分
四
秒 
)

四

位

木

原

佑

介 

(
叩
分
お
秒
)

三
月
八
日
間
、
星
谷
運
動
公
園
周

辺
で
勝
浦
川

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
町

内
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
、
全
国
か

ら
過
去
最
高
の
五
九
八
名
の
ラ
ン
ナ

ー
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部
で
は
、

山
平
里
美
選
手
が
優
勝
を
成
し
遂
げ

。

最
後
に
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
方
と
沿
道
で
ご
声

援
い
た
、
だ
い
た
方
に
厚
く
わ
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

宇
小 

?
u
h
~

A 天気に恵まれすぎてのども力ラカラ f

節水は

温暖化防止に

効果あり 決ミ

色色
水道から出てくるきれいな水は，わたしたちの目に見えな

いところで，電力を使って浄化されています。だから ，71<を

使えば使うだけ，水が汚れれば汚れただけ，使う電力は多く

なり C02の排出量も増えることになります。

ですから，節水もまた，地球温暖化を防ぐ行動の一つなの

です。水道の水の出しっ放しを 3分間やめると 1年間で約  
3.2キログラムのC02が減らせます 0

・おふろ・洗面所での節水

①シャワーの使用時聞を短くする。

②歯磨きをしたり，顔を洗ったりするときに，71<を出し っぱ

なしにしない 0

・洗濯での節水

①おふろの残り湯は洗濯に利用。

②洗濯は洗濯機の容量の 8割程度にまとめて行う。少量の洗

濯ものを何回にも分けて洗うのは水と電力のムダ。逆に量

が多すぎると洗濯の効果が下がります。洗剤の使いすぎに

も注意を。

・台所での節水

①洗い物で使う水を節約するには，水で洗う前に，食べ残し

や油などの汚れを拭き取っておくこと。台所から出る水も

あまり汚れないので，川や海の水の汚染防止にもつながる。

②洗い物のときは水を出し っ放しにしないこと。洗い物はま

とめて米のとぎ汁につけておくのも一案。米ぬか効果で油

が落ちるので，洗剤の量も少なくて済みます。

節水のポイントは，①水を出し っぱなしにしない，②使っ

た水を再利用する，③すすぐ水を少なくする(洗剤をなるべ

く使わない，油を使いすぎないetc) など。 

回

MUS04
テキストボックス
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嗣げてしま。的ヘ 。グぞ

あ
れ
は
、
こ
と
し
の
五
月
、
か
り
て
い
た
本
を
か

え
し
、
新
し
い
本
を
か
り
る
た
め
に
、
図
書
館
へ
行

っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
私
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、

ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ
本
棚
を

一
つ
ひ
と
つ
見
て
い
ま

し
た
。
医
学
の
本
、
物
語
、
小
説
な
ど
、
難
し
い
本

や
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
本
を
見
て
は
、
自
分
は
ど
れ

を
読
も
う
か
と
、
本
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
、
プ

ツ
ブ
ツ
と
独
り
言
の

よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
「
図
書

館
な
の
に
う
る
さ
い
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
気

に
せ
ず
本
を
選
び
続
け
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
独
り

言
み
た
い
な
声
に
近
づ
い
て
い
く
に
つ
れ
て
、
そ
れ

が
本
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
い
る
声
と
い
う
こ
と
に
、

気
が
付
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
声
は
大
人
な
の

に
、

つ
ま
り
つ
ま
り
し
な
が
ら
、
そ
の
上
何
か
苦
し

そ
う
な
声
で
し
た
。
私
は
、
な
ん
だ
か
嫌
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
耳
と
口
の
不
自
由
な
人

で
し
た
。
そ
れ
に
気
付
い
た
時
、
な
ん
だ
か
心
の
深

い
所
か
ら
、
自
分
の
み
と
め
た
く
な
い
部
分
が
、
音

を
た
て
て
、
ひ
ろ
が

っ
て

い
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
う
感
じ
た
時
か
ら
、
私
は
は
じ
め
て

自
分
が
こ
ん
な
に
み
に
く
い
人
間
な
の
か
と
、
思
う

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
声
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

そ
の
人
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ひ
ろ
が
る
私
の
嫌
な

部
分
。
そ
し
て
、
そ
の
「
嫌
」
と
い
う
の
が
顔
に
あ

ら
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
う
い
う
空
気

を
漂
わ
せ
て
い
た
の
か
、
私
が
横
を
す
れ
違

っ
た
ら

そ
の
人
は
本
を
本
棚
に
一戻
し
、
出
口
の
方
へ
向
か

っ

て
い

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
嫌
と
い
う
気
持
ち
は
、

一
転
し
て
、

み
じ
め
さ
と
罪
悪
感
に
と

っ
て
か
わ
り
、
私
は
、
自

分
の
き
た
な
い
部
分
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
信
が
あ

っ
た
の
で
す
。

「
障
害
者
」
の

人
に
出
会

っ
て
も
、
絶
対
差
別
し
な
い
自
信
が
。
な

の
に
、
そ
れ
は
や
は
り
、
う
わ
べ
だ
け
の
偽
善
に
す

ぎ
な
か

っ
た
の
で
す
。
口
先
、だ
け
の
き
れ
い
ご
と
だ

っ
た
ん
で
す
。

障
害
が
あ
る
の
は
、
そ
の
人
に
何
の
責
任
も
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
わ
か

っ
て
い
る
?
も
り
で
す
。
そ

の
人
を
「
障
害
者
」
に
し
て
し
ま
う
の
は
、
ま
わ
り

の
私
た
ち
の
お
も
い
こ
み
だ
と
い
う
こ
と
も
、
知

っ

て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
や
は
り
、

つ
も
り

は
つ
も
り
で
し
か
な
く
、
本
当
は
何
も
わ
か

っ
て
い

な
か

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
体
験
で
、
自
分
の
み
に
く
い
、
き

た
な
い
部
分
を
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で
「
偽
善
」
と

い
う
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ま
れ
て
い
た
、
私
の
心
を
あ

き
ら
か
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
図
書
館
で
出
会

っ
た

あ
の
人
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
今
ま
で
学
校

で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
の
本
当
の
意
味
を
、
初
め
で

知
る
こ
と
が
で
き
た
体
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は

も
う
二
度
と
、
あ
ん
な
お
も
い
を
し
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
外
見
だ
け
で
人
を
判
断
し
て
し
ま

っ
た
自
分
、

そ
れ
に
後
か
ら
気
付
い
て
、
後
悔
す
る
な
ん
て
こ
と

絶
対
に
、
も
う
二
度
と
あ
じ
わ
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
今
、
あ
の
体
験
を
、
ふ
り
返
っ
て
お
も

う
こ
と
は
、
「
人
聞
は
、
顔
や
性
格
に
違
い
は
あ

っ

て
も
、
ど
ん
な
障
害
を
も

っ
て
い
て
も
、
一
生
懸
命

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
み
ん
な
同
じ
な
ん

だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
よ
り
も
ず

っ
と
、
強

く
そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私

は
、
今
よ
り
も
も

っ
と
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う

だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
、
そ
の
出
会
い
の
中
で
、

い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
「
ま
ち
が

っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ち
が

っ
て
い
る
」

と
、
「
そ
れ
は
、
人
間
と
し
て
恥
ず
べ
き
感
情
だ
」

と
言
え
る
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
け
る
人
間
に
寺
り

た
い
と
も
思
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
も
、
部
落
差
別
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
人
間
に
優
劣
な
ん
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
障
害
を
も

っ
て
い
よ
う
と
、
ど
こ
に
う
ま
れ
よ

う
と
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
存
在
な
の
で
す
。
も

し
、
私
の
友
達
に
、
「
私
、
実
は
同
和
地
区
の
う
ま

れ
な
ん
や
け
ど
、
今
ま
で
ど
お
り
、
友
達
で
い
て
く

れ
る
」
と
う
ち
あ
け
ら
れ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、

チ
ラ

ッ
と
差
別
心
が
心
を
か
す
め
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
、
私
と
あ

な
た
の
関
係
に
、
な
ん
の
違
い
が
あ
る
ん
」
と
き
守
え

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
部
落
差
別
で
悩
ん

で
い
る
友
達
に
、
「
こ
の
人
に
な
ら
、
話
し
て
も
大

丈
夫
だ
」
と
信
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

λ
に
な
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
友
達
と

一
緒
に
差
別
と
闘

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
「
な
に
か
し
て
あ

げ
た
い
」
と
か
「
か
わ
い
そ
う
」
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、

人
間
と
し
て
友
達
と
し
て
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

差
別
と
は
、
誰
の
心
の
中
に
も
あ
る
も
の
で
、

た
と
え
自
分
が
、
差
別
な
ん
て
し
な
い
と
思

っ
て

い
て
も
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
、
出
て
く
る
も
の
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
は
絶
対
差
別
な
ん
か
し

な
い
、
な
ん
て
思
わ
な
い
で
、
心
の
隅
に
で
も
い

い
か
ら
、
自
分
に
も
差
別
す
る
心
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
差

別
心
を
見
つ
め
、
真
剣
に
考
え
学
習
し
、
正
し
い

こ
と
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
け
ば
、
差
別
は
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
体
験
を
き
ち
ん
と
か
き
と
め
て
、

自
分
の
差
別
心
を
な
く
す
勉
強
の

一
歩
に
、
そ
し

て
、
社
会
か
ら
差
別
を
な
く
し
て
い
く

一
歩
に
し

て
い
き
ま
す
。 
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徳
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部

書
く
。

特
に
最
後
の
文
は
そ
の
こ

と
に
気
を

つ
け
る
。

日
常
の
心
の
動
き
程
度
の
盛
り

上
が
り
の
少
な
い
内
容
に
し
な
い
。

同
じ
よ
う
な
言
葉
の
く
り
返
し
は
�
 

ジ
ョ

ニ
�
 よ
、
本
を
読
み
な
さ
い
。

l

審
査
委
員
で
も
あ
り
、
編
集
委
員

長
で
も
あ
る
日
野
育
治
先
生
は
、
あ

と
が
き
に
次
の
よ
う
な
時
の
米
国
大

統
領
の
詩
を
添
え
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
青
少
年
読
書
感
想
文


全
国
コ
ン
タ
ー
ル
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道選民読書額優秀作雄
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勝
浦
町
小
・
中
学
校
関
係

県
特
選
差
馬
宏
美
(
横
小
五
年
)

県

入

選

蔀

勇

気

�

 (横
小
三
年
)

県
特
選
美
馬
有
希
(
勝
中
三
年
�
 
)

県
入
選
宮
浦
由
美
(
勝
中
三
年
)

一
九
九
七
年
度
読
書
感
想
画

勝
浦
町
小
・
中
学
校
関
係

県

特

選

福

本

弘

志
(横
小
二
年
)

優

良

新

聞

有

沙

�

 (横
小
五
年
)

優

良

北

山

小

百

合

�

 (勝
中
三
年
�
 
)

中
田
恵
理
(勝
中
一
年
)
 

(敬
称
略
)

佳
作
受
賞
者
は
、
誠
に
申
し
訳
あ

?し
か
砕
い

。

②

全

文
に
、
自
分
の
心
の
動
き
の

こ
と
で
、
自
分
が
ど
う
決
心
し
た

.，・
徳島県挙後圃書館I!!.倉、.

り
ま
せ
ん
が
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。

③

課
題
図
書
は
、
毎
年
夏
休
み
の
宿

題
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
、
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
報

い
ら
れ
、
そ
の
中
で
県
代
表
と
し
て
、

福
本
弘
志
君
の
作
品
が
、
中
央
審
査

に
送
ら
れ
る
な
ど
本
当
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

④

今
回
の
審
査
で
残
念
な
が
ら
入
賞

さ
れ
な
か

っ
た
方
々
も
多
か

っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
来
年
度
を
期
し
て
日
ご

ろ
か
ら
読
書
や
作
品

へ
の
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
今
回
、
審
査
委
員
を
勤

め
ら
れ
た
日
野
先
生
の
総
括
評
の
一

端
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
参

考
に
な
れ
ば
幸
甚
な
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
�
 

①
 
ど
の
文
も
力
強
く
な
る
よ
う
に

か
で
ま
と
め
る
。

本
の
中
の
主
人
公
を
ほ
め
た
り

励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
や
本
の
中

の
言
葉
を
引
用
�
 (長
目
に
)
す
る

こ
と
、
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
説

明
的
に
書
く
な
ど
本
に
た
よ

っ
た

内
容
は
、
自
分
の
決
心
で
は
な
く
、

ま
と
め
の
力
を
弱
く
す
る
。
�
 

本
を
し

っ
か
り
読
ん
で
、
そ
の

内
容
を
全
部

(一

応
)
知
り
考
え

て
み
て
、
消
化
し
た
上
で
の
内
容

を
書
く。

主
人
公
の
「

0
0
0」
の
言
葉

を
信
じ
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い

等
は
、
ま
だ
消
化
さ
れ
て
い
な
い

ル
」
田
山
ベ
ノ。

文
の
終
わ
り
の
言

い
表
し
方
は
、

例
え
ば
、
「

1
と
思
う
。
」
「

1
し

よ
う
。
」
の
表
現
で
な
く
、
「
ー
し

た
い
。」
「
ー
し
て
い
き
た
い
。」
と

強
い
表
し
方
に
す
る
。
「
1
と
思
う
」

と
、
も
し
書
き
た
い
な
ら
、
「
�
 
1
と

心
か
ら
思
う。
」
と
い
う
よ
う
な
強

め
た
表
現
に
す
る。

お
お
よ
そ
右
の
よ
う
に
言
え
る
と

思
う
。
形
式
的
に
は
、
最
終
行
ま

で
書
き
表
し
て
、
強
い
思
い
を
伝

え
て
ほ
し
い
。

い
や
と
か
な
ん
と
か
、

言
っ
て

い

る
時
?
は
な
い
。

本
を
読
む
こ
と
、
そ
れ
は
知
識
の

大
地
。

と
に
か
く
本
を
読
ん
で
、
た
く
さ

ん
の
知
識
を
持
ち
な
さ
い
。

知
識
は
力
だ
。

力
の
な
い
も
の
は
滅
び
ま
す
。

イ
ワ
ン
は
い
ま
、
せ

っ
せ
と
本
を

読
ん
で
い
ま
す
。

読
書
は

一
度
し
か
生
き
ら
れ
な
い

人
生
の
道
し
る
べ
で
す
。
豊
か
な
知

行
事
と
休
館
日

識
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
た
人
生
は
健

全
で
あ
る
と
同
時
に
想
像
力
を
高
め
�
 

6
日
・
日
日
�
 -
日
・

幻
日

・
初
日

m

女
日
曜
こ
ど
も
映
画
会

ロ
日

午
後

2
時
か
ら
3
時
ご
ろ
ま
で

図
書
館

2
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
た
の
し
み
に

食
お
は
な
し
会

(
紙
芝
居
)

お
日
(
日
)

午
後
2
時
か
ら

内
容
は
お
た
の
し
み
に

女
休
館
日
�
 

⑧ 

と
く
し
ま
県
民
文
芸

勝
浦
町
内
受
賞
者
一

-
短
歌

〈佳
作
〉

広
安
美
枝
子

(
三
渓
)

島

勉

�

 

(棚
野
)

中
田
ヤ
ス
エ

(三
渓
)

・
川
柳

〈佳
作
〉

t<l:ま県民践

山

下

房

雄

(
三
渓
)

-
俳
句

〈住
作
〉

森
脇
ア
ヤ
子
�
 (沼
江
)

溝
内
喜
美
代
(
三
渓
)

丸

山

良

章

�

 (生
名
)
二
点

中

西

播

子

�

 (沼
江
)
一

点

新
居
百
合
子
�
 (坂
本
)
一

点

中
田
ヤ
ス
エ

(
三
渓
)
一

点

中
井
清
次
郎
�
 (沼
江
)
一

点

日
下

丸
山

錦
内

読な し未
書く 夢 よ知
に現を うな
よ実抱 。る
る にき 世
も 具 夢 界
の象を に
が化夢 飛
大すに 蹄
と る 留 す
信根め る
じ元る こ
まはこ と
す、とで

回

覧
 
一
占
…

一
点

一
占…

一
占…

一
点

一
占
川

克
子

(
三
渓
)
二
点

良
章
�
 
(生
名
)
一

点

管
�
 
一
(
一
二
川悦
)
一

点
�
 

(敬
称
略
)
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四

-
保
険
料
の
納
め
方
・
免
除
制
度
・
学
生
の
保
険
料
免
除

と加国�  20
入民歳

; す 年 か
る金ら
とに
す
る

学
生
で

収
入
も
な
い

の
に

保
険
料
を

払
う
ん
で
す
か
?

そ
れ
は
そ
う
さ

み
ん
な
が
国
民
年
金
を

平
等
に
受
け
取
る
た
め
に

却
歳
に
な
っ
た
ら

加
入
す
る
ん
ど
か
ら

。

全
員
き
ち
ん
と

保

険

料

を

払
わ
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
ん
に
よ

も
ち
ろ
ん

本
人
が
払
え
な
い
の
で

親
が
負
担
す
る
場
合
も

多
い
は
ず
・ 
.

そ
ん
な
場
合

親
の
収
入
な
ど
に
よ

っ
て

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
ん
ど
よ

。
本
ふ
央
羽 

τnυ

4
a
E
F

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方
は
、
被
保
険
者

の
種
類
で
違

っ
て
き
ま
す
。

-
第 
1
号
被
保
険
者

市
区
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
に
よ

っ
て
、
各
個
人
で
市
区
町
村

指
定
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
ま
す

0

・
第 
2
、

3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
掛
金
の

中
か
ら
、
基
礎
年
金
の
支
払
い
に
必

要
な
額
だ
け
拠
出
金
と
し
て
ま
と
め

て
支
払
わ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
別
個

に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

由
来 

1
0
申書百
只

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

年
齢
、
所
得
、
性
別
に
関

係
な
く
全
国

一
律
で
す
。

1か月� 

13，300 
円

保険料� 

(平成10年度)

※
保
険
料
は
毎
年
四
月
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

-
付
加
保
険
料

円

O
O

一
か
月

四 

保
険
料
の
免
除
制
度

第

1
号
被
保
険
者
は
希
望
に
よ

り
、
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ

ま
す
。
付
加
保
険
料
を
上
積
み

し
て
納
め
た
人
は
、
付
加
年
金

が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ

ま
す
。保

険
料
は
、
被
保
険
者

に
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
毎
年
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
金
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
で

改
定
さ
れ
た
と
き
も
合
わ

付加年金=200円×� 
付加保険料を

(年額) 納めた月数

例えば、付加保険料を� 5年間納めた人は，� 

200円x60か月=12， 円(年額)

が，老齢基礎年金に加算されます。

せ
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

-保険料を滞納した場合

もし，保険料を滞納していた場合には，そ

のときかうさかのぼって� 2年間の滞納分まで

は追納できます。その場合，追納した期間分

は保険料納付済期間としてみなされます。

MUS04
テキストボックス
国民年金から
だれが払っているの保険料



ケ
ン
イ
チ
は

ど
う
や

っ
て

払

っ
て
る
ん

に
?

僕
、か

払
っ
て
る
中
に

き
み
の
分
も

入
っ
て
る
の
さ 
F

私
の
分
は
?

う
ち
は

一
家
で
ま
と
め
て

払

っ
て
る
よ

先
輩
は
会
社
で

払
う
ん

で

す

か

? 

Z
とつ

厚
生
年
金
の

掛
金
の
中
か
ら

払
わ
れ
て
い
る
ん
亡

学
生
の
保
険
料
免
除

国
公
立
の
学
生
か
私
立
の
学
生
か
、
そ

の
他
に
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
兄
弟
等

が
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
保
険
料

免
除
の
所
得
基
準
額
が
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
本
人
に
所
得
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
と
き
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

学
生
に
は
所
得
が
な
い
場
合
が
多
い

の
で
、
学
生
の
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

は
、
親
の
所
得
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
、親
と
同
居
か
別
居
か
、

-・E主主蓮華泊四回IJ::I四園阻・� •(勝浦町農業委員会)

お
ま
え
も

食
う
が
?

• 

農地の権利名義を有しない妻が加入するには，

「耕作または養畜の事業に常時従事すること」

が要件であると聞きました。私は，日常，帳簿の記帳，

顧客管理など経営事務を担当し，農作業自体はあまり

やっていないのですが，要件は満たしているのでしょ

うか。� 

z 農業者年金の加入者の配偶者で農地の権利名・
園固 義を有しない者が加入するためには，その事業

に常時従事することが要件の一つになっています。

この場合の常時従事の内容については，農作業だけ

を指すのではなく，帳簿の記帳事務や農作物の販売，

生産資材の購入作業，市場価格等の情報収集等の経営

事務等も対象となります。これらの仕事に年間� 150日

以上従事していれば常時従事要件は満たします。

司 私は現在38歳ですが，農業者年金に加入して

ーー いる夫は現在49歳とかなり年齢差があります。

家族経営協定を締結して私も加入したいのですが，加

入資格，年金受給で問題はないでし ょうか。

z・1.農地の権利名義を有しない配偶者が加入す� 

... 	 るに当た っては，国民年金の� 1号被保険者で

あることの基本的な要件に加え，
 
① 農地等につき耕作等の事業を行う者であること� 

② 	 65歳までに保険料納付済期間等� 20年を満たす

ことができること

の要件を満たすことが必要です。

このうち，①については，自分名義の農地がない

配偶者については，夫との聞で所要の事項を盛り込

んだ家族経営協定が締結されていれば，事業を行う

経営者であると確認されます。

また，②の要件については，夫婦の年齢差がいく

つあるか，どちらが年上であるかにかかわらず，個

人単位で判断されます。� 

あなたの場合は，� 65歳までに十分な期間がありま

すので， 加入資格については問題ありません。一般

に，夫との年齢差が加入資格に直接影響することは

ありません。� 

2.また，年金受給については，保険料納付済期間等� 

20年を満たす必要がありますが，みなたが農地の権

利名義を有していないのであれば，夫婦同時に経営

移譲する必要があります。

一方，あなたの夫は� 65歳到達前に経営移譲する必

要がありますが、現在� 49歳なので，最長でも� 15年以

内に経営移譲しなければなりません。あなたの場合

には，夫婦同時に経営移譲する時点で保険料納付済

期間20年を満たすことはできません。 したがって，

経営移譲すれば資格を喪失することとなりますが，

失が64歳，あなたが� 53歳の時点まで待てば，あなた

の保険料納付済期間は� 15年となりますので，任意継

続加入の方法により経営移譲年金を受給することが

できます。� 

3 .なお，あなたの夫が63歳までに経営移譲をした場

合には，妻のあなたもその時点で資格喪失となり ，

保険料納付済期間等が� 15年に満たないので任意継続

加入もできないことになります。

このような場合には，夫の基準日以前に夫から� 30
アール以上の農地の権利名義の設定を受けるなどし

て，権利名義を有する経営者となれば，必要な保険

料納付済期間等を満たした後，単独で経営移譲する

ことにより経営移譲年金を受給することができます。

また，長く 加入して年金額を充実したいという場

合にも，同様に農地の権利名義を取得すれば，夫の

み先に経営移譲して，あなた自身は加入を続けるこ

とができます。� 

回
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川

柳

「
返
す
」

部qF
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A
V
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平成11
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、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

そ
の
言
葉
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
返
し

た

い

棚

野

島

つ

と

む

愛
称
が
昔
に
返
す
同
窓
会

横

瀬

錦

内

常

一

言
い
返
す
術
は
分
か
る
が
言
わ
ぬ
齢

中

山

谷

尻

笑

山

一
言
を
返
し
て
勝
っ
た
日
の
孤
独

横

瀬

中

田

万

里

春
の
陽
を
た

っ
ぷ
り
も
ら
い
う
ら
返

す

棚

野

竹

田

あ

ゆ

み

口
返
事
は
じ
め
た
孫
に
目
を
細
め

棚

野

殿

川

早

苗

「
妥
協
」

嫁
姑
妥
協
し
合

っ
て
皆
笑
顔

立
川
岩
本
よ
し
お

暗
黙
の
妥
協
が
出
来
る
仲
と
な
り

横

瀬

呑

口

精

一

郎

妥
協
し
た
ば
か
り
に
重
い
荷
を
背
負

う

横

瀬

日

下

美

里

本
心
と
別
な
妥
協
を
し
て
戻
り

生

名

丸

山

香

月

妥
協
な
ど
し
な
い
と
こ
ぶ
し
振
り
上

げ

る

久

国

美

馬

真

由

妥
協
レ
て
笑
顔
に
戻

っ
た
座
が
温
い

棚

野

穏

台

綾

北
風
が
吹
く
の
に
妥
協
し
て
帰
る

生

名

岩

本

敏

子

妥
協
し
た
は
ず
な
の
に
つ
い
ソ

ッ
ポ

向

く

棚

野

内

谷

凡

石

「
雑
詠
」

不
器
用
で
赤
い
糸
す
ら
た
ぐ
れ
な
い

棚

野

田

中

思

葦

油
断
し
て
泣
き
を
見
る
の
は
自
分
で

す

立

川

前

田

千

恵

一
刻
の
油
断
も
な
ら
ぬ
孫
の
守
り

横

瀬

桜

木

千

代

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
招
く
大
被
害

沼
江
梅
山
み
ず
ほ

誤
{
子
脱
字
母
は
や

っ
ぱ
り
懐
か
し
い

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

盗
ま
れ
で
油
断
し
た
方
責
め
ら
れ
る

中
山

倉
橋

加
辻

曾
孫
に
手
引
か
れ
て
い
そ
ぐ
花
見
酒

星

谷

勝

谷

五

人
乃

様
変
わ
り
し
た
古
里
で
迷
て
ま
す

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

-
一
句
鑑
賞

母
の
日
は
母
を
偲
ん
で
花
を
買
う

日

下

美

里

〈評
〉
母
の
日
も
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
母
の
日
の
意
義
を

忘
れ
て
い
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
句
は
「
母
を
偲
ん
で
」
だ
か
ら

す
で
に
亡
き
母
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
、
母
へ
の
花
を
買
う
行
為
が
目
に

見
え
ま
す
。
亡
き
母
も
、
思
い
出
し

-
平
成
十
一
年
歌
会
始
の
お
題

-
郵
便
の
あ
て
先

「
青
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

一 

八

一
一
一

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

都
千
代
田
区
千
代
田
一
番

一
号

①
詠
進
歌
は

一
人

一
首
と
し
、
自
作

の
歌
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

②
用
紙
は
半
紙
(
和
紙
)
と
し
、
毛

筆
で
自
分
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
海
外
か
ら
の
詠
進
の
場
合
は
、

用
紙
は
自
由
で
、
毛
筆
で
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん

③
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
に


自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き


は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も
問
題
あ
り


ま
せ
ん

そ
の
場
合
は
、
別
の
紙
に


代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ


び
氏
名
を
書

い
て
、
詠
進
歌
に
添
え


て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
視
覚
障
害
者


の
方
は
、
点
字
で
詠
進
で
き
ま
す
。


④
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

年歌会始のお題

および詠進歌の

詠進要領 お題青

「〒

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌

は
、
小
さ
く
折

っ
て
封
入
し
て
も
結

構
で
す
。

詠
進
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
、
宮
内
庁

式
部
職
あ
て
に
郵
便 

(郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手

を
は

っ
た
封
筒
を
同
封
)
で
お
願
い

し
ま
す
。

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な

っ
き
)
、
生
年
月
日
、
職
業
(
な
る
べ

く
具
体
的
に
)
を
縦
書
き
で
書
い
て

く
だ
さ
い
(
以
前
職
業
に
就
い
た
こ

と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元

の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
)。

な

お
、
主
婦
の
方
は
「
主
婦
」
と
書

い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

諒
進
の
期
間

お
題
の
発
表
の
日
か
ら
、
平
成
十

て
く
れ
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

(

藤
代
院
潮
)

次

回

作

品

募

集

四
月
五
日
締
切
り

俳
句

一
人
二
句

あ
て
先
生
名

丸

山

香

月

五
月
五
日
締
切
り

短
歌

一
人

一
首

-p-

あ

て

先

横

瀬

中
田
ヤ
ス
エ

山
祈
り
〉

書 式 図

A

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
郵
便

で
h

お
願
い
し
ま
す 

(九
月
三
十
日
消

印
有
効
)。

回

東
京

主主.
月

郵
便
番
号
、
住
所

職
業

ふ
り
が
な

氏
名

生
年
月
日

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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明石海峡大橋開通に伴う

交
*

-
期
間

l

一
�
 

O

、

0

∞∞

平
成
十
年

白
@
畠
田
県
民
自
由
民
自
呂
田


ー
い
の
ち
輝
く
あ
っ
た
か
阿
波
の
道
;

平
成
十
年
四
月
六
日
(
月
)
か
ら

四
月
十
五
日
(
水
)
ま
で

-
ス
ロ
ー
ガ
ン


し
っ
か
り
と
ル
�
 ル
守

っ
て


事
故
防
止


-
重
点
目
標

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
の
徹
底

ら通明
のに石本 目
多伴海年 的
数い峡四
の、大月
観県橋五
光外の日
客か開

等
が
パ
ス
、
マ
イ
カ
ー
等

で
本
県
を
訪
れ
、
自
動
車

交
通
の
増
大
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
道
路

交
通
は
、
主
要
観
光
地
域

及
び
関
連
道
路
等
に
お
い

て
過
密
、
混
雑
化
を
増
し
、

交
通
事
故
の
多
発
と
と
も

に
、
交
通
渋
滞
の
激
化
、

更
に
は
違
法
駐
車
の
蔓
延

等
が
予
想
さ
れ
、
一
段
と

厳
し
い
交
通
情
勢
を
迎
え

ま
す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、l

ル

材
の
着
用
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

二
、シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

に
、
安
全
通
行
を
徹
底
す
る
こ
と
に

-R
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

名
称

か守
ろ
う
交
通
ル

l
ル
u

・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

「
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
守
っ
て

事
故
防
止
」

女
期
間

平
成
十
年
四
月
一
日
(水
)
か
ら

同
年
五
月
三
十

一
日
(
日
)
ま
で

-R運動
の
重
点

・
交
通
ル
ー
ル
の
道
守

-
幹
線
道
路
で
の
円
滑
な
交
通
確
保

-
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り

に
交
通
安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通

安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

交
通
ル

l
ル
の
道
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
運
動
と
し
て
は
百
回
目
と
な

が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

薄
暮
時
か
ら
夜
間
が
要
注
意
で
反
射

平
成
九
年
中
、
県
内
で
は
自
動
車

乗
車
中
に
四
十
四
人
が
死
亡
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

者
は
九
人
で
、
着
用
率
は
わ
ず
か
二

デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
期
間
等
交
通
の
混

雑
化
、
渋
滞
化
が
増
す
時
期
を
中
心

よ
り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
秩
序
を

確
立
し
て
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る

県
民
運
動

県
民
の

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル


を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
架
橋
新
時


代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
て
な
し
の
心
で
来


県
す
る
観
光
客
等
の
安
全
を
確
保
し
、


特
に
日
曜
、
祝
日
を
は
じ
め
ゴ
ー
ル


八
八
六
�
 |
二
二
�
 |
三一� 

F
A
X
O
八
八
六
|
二
二
|
四

一一一一� 

T
E
L
O

抜
さ
れ
た
二
十
四
の
音
楽
隊
が
、
六

月
十
三
日
�
 ω午
後

一
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で
徳
島
市
内
(新

町
橋

1
東
大
工
町
�
 
1
紺
屋
町

1
両
国

本
町
)
で
パ
レ
ー
ド
、
六
月
十
四
日

間
正
午
か
ら
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で

「
第
四
十
三
回
全
国
警
察
音
楽
隊
演

奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
に
入
場
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
要
領
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

-
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
電
話
番
号

④
希
望
人
数

(
二
人

ま
で
)
を
明
記
の
上
、
下
記
の
要
領

で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

・
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
十
年
四
月
一
日
制

1

四
月
三
十
日
附
必
着

-
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
警
察
本
部
全
国
警
察
音
楽

隊
演
奏
会
準
備
室
�
 

交通事故相談日 (記載要領〉

日 時� 4月27日(月)午前 10時から午後� 4時まで

(受付碕間午後3時まで)

図
往
信

770-8510 :裂 全

全徳徳: 国
国島島;希電住 箸

場 所 小松島中央会館

小松島市松島町5-6ft08853-2-2030 

県市j望話所入察
演警瞥万:人番・場音

332時i数号氏希楽

空

白� 

相談員 相田伸夫 準楽内
判ニ� 
T
j
，

名望隊
演

お問い合わせ 交通事故相談所
備隊 目; 客

室主: 支
帯耳

徳島県庁� 1階� ft0886-21-3200 行� I也。

※お気軽にご相談ください。

固

る
本
運
動
が
真
に
県
民
総
ぐ
る
み
の

運
動
と
し
て
実
を
挙
げ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

-
主
な
実
施
事
項

一
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
弱
者
の
被
害
の
う
ち
高
齢
者

入
場
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
0

・

全
国
の
警
察
音
楽
隊
の
中
か
ら
選

園
返
信 あ

な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

MUS04
テキストボックス
平成十年　春の全国交通安全運動

MUS04
テキストボックス
第43回全国警察音楽隊演奏会



l

-
ブ
ル 

の
袋
は
、
燃
え
る
ご
み

4月あき缶(アルミ缶・スチール缶)回収日程表

'

横
瀬
地
区
汚
水
処
理
場
へ
の

1;捨てるごみでも生かせば資源】 

各
家
庭
が
接
続
す
る
宅
内
配
管
工

事
に
は
、
役
場
へ
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
施
工
は
、
勝
浦

町
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
が
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
施
工

業
者
へ
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

{
役
場
へ
の
提
出
書
類
}

-
排
水
設
備
新
設
工
事
申
請
書


.
排
水
設
備
工
事
着
手
届


.
排
水
設
備
工
事
完
成
届


.
施
設
使
用
開
始
届


こ
の
他
に
、
現
在
浄
化
槽
を
使


用
し
て
い
る
家
庭
の
方
は
、
浄
化


槽
廃
止
届
書
を
小
松
島
保
健
所
へ


提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


お
問
い
合
せ
は
、
役
場
環
境
課
 

lT


そ
の
他
金
属
類
の
ご
み

(
宮

二
五

一
こ

ま
で
。 

守
っ
て
く
だ
さ
い 

・
こ
み
の
出
し
方


p

平
成
九
年
四
月
日
か
ら
容
器
包

ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
必

業 者 名 所 在 地 電話番 号 業 者 名 所 在 土也 電話番号

アサヒ管工事 勝浦町生名� 08854-2-2601 株式会社城南水工 徳島市応神町� 0886-83-3500 

井出金物百貨 勝浦町横瀬� 08854-2-2032 庄野水道工事庖 小松島市前原町� 08853-2-1943 

(有)片山建設 勝浦町横瀬� 08854-2-3856 第一設備株式会社 徳島市南島田町� 0886-32-7533 

勝水 工業�  (有) 勝浦町生名� 08854-2-3019 多国鉄工所 上勝町生実� 08854-6-0827 

(朝木 下工 務庖 勝浦町中角� 08854-2-3165 徳島通信建設鮒 徳島市富田橋� 0886-53-0295 

椎平建設有限会社 勝浦町棚野� 08854-2-4525 八洋住設株式会社 徳島市北矢二町� 0886-32-4031 

西 山 興 基 勝浦町横瀬� 08854-2-4364 (有)浜 口設備工業 徳島市川内町� 0886-65-2540 

野上建設株式会社 勝浦町棚野� 08854-2-2353 情)前野管工事 徳島市国府町� 0886-42-9991 

藤田設備工業 勝浦町横瀬� 08854-2-3898 体刻 丸 木 屋 徳島市佐古町� 0886-53-3120 

銅山川設備工業 勝浦町星谷� 08854-2-3093 森永ハウ ジング 徳島市丈六町� 0886-45-1785 

側 アズマ四国 那賀郡羽ノ浦町� 0884-44-5638 山 本 設 自席 徳島市丈六町� 0886-45-1332 

JlI 田 言支 {蒲 小松島市日開野町� 08853-3-0921 ユアサ設備工業(有) 小松島市横須町� 08853-2-0807 

片山設備工業 羽ノ浦宮倉� 0884-44-5557 (有)山田設備 板野郡北島町� 0886-98-9311 

サニー工業(有) 徳島市大原町� 0886-63-2332 側城南水工 徳島市応神町� 0886-83-3500 

(有)サクタ住設 徳島市北矢二町� 0886-31-7934 

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
勝

浦
町
も
指
定
ご
み
袋
を
四
種
類
か
ら

六
種
類
に
増
や
し
、
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ン

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

キ
ャ

ッ
プ
を
は
ず
し
必
ず
氷
で
洗
っ
て
指

定
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
ピ
ン
ク
の
袋
は
、

ビ
ニ
ー
ル
系
の

ご
み

・
透
明
袋
に
緑
色
の
字
の
袋
は
、

ア

ル
ミ
缶
類
の
ご
み

・
透
明
袋
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
字
の
袋

は、

ス
チ
ー
ル
缶
類
の
ご
み

.
透
明
袋
に
青
色
の
字
の
袋
は
、

ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
の
ご
み

-
透
明
袋
に
黒
色
の
字
の
袋
は
、

*
ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶

・
ピ
ン

等
は
水
で
洗
う
こ
と
で
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
等
か
ら
の
悪
臭
の
発
生

を
抑
制
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と

し
て
の
活
用
の
増
大
が
図
ら
れ
ま

す
。
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

*
リ
タ
|
ナ
ブ
ル
び
ん 

(ピ 

ん
・

l
ル
び

一
升
び
ん
・
牛
乳
び
ん
)
は
、

販
売
屈
に
返
却
し
ま
し
ょ
う
。 

回収日 場 所地区

凡第 桜 建 又 事 主完 所

L ;工沼江 沼 集� dZZ 所

月 控ト� E1 集 z 前dzk 所
J A生 比 奈 支 所 保 冷 庫 前曜

(果 樹 試験場上り口)
日 中角 農 キt 婦 人 の 家� 

(6日) ク 馬 越 ごみフェンス横

第 今山 今 山橋北詰ごみフェンス 横

黒岩 運動場入口(小屋の横)

星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

横所ロロ土き防?商{13日) 中 山

第 東 林 庵生名

ク 島豆腐屋 さ ん前

月 久 国 dzk 所 裏久国 集 z 

曜 棚里子 河}11敷ゲートボール場横

日 ク パチンコ庖前 道 路 南 側�  
(20日) 大 井 f匿 碑 の 前

横� i頼 集 z 

さ面き

第 。 花棚宗 ー さん宅東

四 広 瀬清 さ ん宅東

石原

掛谷 h-

山西�  

ク

月 小 倉 新 平 さ ん 宅 前 三 叉路

曜 l日 農 協� E事 地

与川内� 

イシ

JII 所dzk日リ� 

。
。� 

日 J A 与川内出張所 �  
(27日) J A坂本 坂本事業所横

ク 消 防 三ロ士口 所 横

曜
日

月

震の|宅内配管工事の届出ω
 て
 

*勝浦町排水設備工事指定業者一覧表 平成 9年12月8日現在

回

MUS04
テキストボックス
守ってくださいごみの出し方

MUS04
テキストボックス
宅内配管工事の届出について



-平成10年度狂犬病予防注射日程表

月日 場 所 時間

坂本黄柴橋 午前� 9 :1O~ 9 :30 

坂本郵便局 前 9:40~ 10 : 05 

4 坂本大師前停留所� 10:15~ 10:25 

月� JA坂本事業所前 10:35~10 : 55 

与川内消防詰所前� 11:05~ 1l :25 
22 

J A与)11内事業所前 11 :35~ 1l :55 

日 勤労福祉センター前 午後� 1 :OO~ 1 :20 

体)� 徳パス横瀬営業所前 1:30~ 1 :50 

横瀬集会所 前�  2:OO~ 2 :20 

J A 本所前 2:30~ 3 :00 

星 谷消防詰所前 午前� 9 :05~ 9 :35 

森内恵 一 宅横 9 : 45~ 10:05 

4 勝浦会館 10: 15~10: 25 

月� 大森良樹宅前 10:35~ 10:55 

今山神 社 前 11 : 05~ 1l : 20 
23 

勝浦町役場前 11 :35~II:55 

日 中山権現橋 午後� 1 :OO~ 1 :20 

同� 中山消防詰所前 l:30~ 2 :00 

横瀬駐在所前 2:10~ 2 :55 

|日NTT勝浦支庖前 3:05~ 3:15 

石田 亨 宅横 午前� 9 :OO~ 9 :15 

中田 主 会付近 9 : 25~ 9 : 40 

4 古山商庖横 9:50~10:05 

月� 田中屋食堂南�  10: 15~10:40 

JA生比奈 支所前 10: 50~ll: 20 
24 

農村婦人の家前 11 :30~ 1l :55 

日 福山隆宅横 午後� 1 : 00~ 1 :10 

飼

っ
て
い
た
犬 

(登
録
犬
)
が
死

-
登
録
料
三
千
円 

亡
し
た
り
、
犬 

(登
録
犬
)
の
所
在

(平
成
七
年
度
以
降
に
登
録
さ
れ
た

方
は
不
要
で
す
)

地
が
変
わ

っ
た
り
、
他
人
に
譲

っ
た

り
し
た
場
合
は
、
勝
浦
町
役
場
環
境

-
注
射
料

二
千
八
百
五
十
円

衛
生
課
ま
で
届
け
出
く
だ
さ
い
。

犬涯の犬
霊錆
録予と防

。銀
色種

平
成
十
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
発
生

例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か

ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬

病
も
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
必
ず
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
に

つ
い
て

(創 地福寺入口 1:20~ 1 :35 

生 名東林庵前 1:45~ 2 :15 「正しい犬の飼い方� くシリーズ①〉
生名セ ン タ一前 2 :25~ 2 :55 

1貴方は，犬の飼い方を間違ってい

(
宮

ニ 

l

犬
の
登
録
を
さ
れ
た
方

は
、
注
射
案
内
通
知
の

ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
は

飼犬がポスになっていませんか?

大 犬を飼う前に
二
五
一
一 

)

勝
浦
町
役
場

環
境
衛
生
課

平
成
七
年
度
以
降
に

犬の飼主になるためには，犬の性質をよく知り， 自分が本

当に宮司うことができるか，� f可のために宮司うかなど， 十分考え

た上で飼い始めましょう 。

かわいいからとい って安易に飼い始めると，途中で飼えな

くなり捨ててしまうことにもなり，犬がかわいそうです。

不用犬の引き取り日� 

犬の放し飼いはやめましょう。

4月 8 日同� 

4月15自体)� 
※登録している犬の場合は印かんと鑑札

が必要です。

@犬を飼う 目的はは っきりしていますか。

7 @犬を家族の一員 とし て飼えますか。

@責任と愛情をも って一生涯飼えますか。

ケ 。飼う 場所と， 広さ がありますか。

@隣り近所に迷惑をかけずに飼えますか。

条 @犬を飼う上で大切な しつけができますか。

@動物を飼うには経済的な負担が伴います。

固

MUS04
テキストボックス
犬の登録と狂犬病予防接種

MUS04
テキストボックス
狂犬病について



-/

十

l

l a
T

回� 

4月の保健行事 お問い合わせは福祉課保健婦へ

日� H翠 内� n全HT， 時 間 場 所 対 象 者
持参する
ものなど

沼江愛育班総会，健康相談�  9 :30~ 1l :00 沼江集会所 沼� j工 区 民 健康手帳� 

10 金
石原愛育班総会，健康相談�  13:30~ 15:00 石原集会所 石 原 区 民 健康手帳

13 月
山田・西岡愛育班総会，健康相談� 9 : 30~ 1l : 00 山西集会所 山田 ・西岡区民 健康手帳� 

中角 愛 育 班 総 会 ， 健 康 相 談 �  13:30~ 15 : 00 中角集会所 中 角 区 民 健康手帳

星谷 愛育班総会，健康相談�  9 :30~ 11 :00 星谷集会所 '心星� 口一 区 民 健康子帳� 
14 火

坂本母子愛育班総会，健康相談� 13: 30~15 :00 坂本集会所 士反 本 区 民 健康手帳

与川内愛育班総会，健康相談� 9 : 30~ 11 :00 与川内公会堂 与 11) 内 区 民 健康手帳� 

16 木
久国 愛 育 班 総 会 ， 健 康 相 談 �  13 : 30~ 15:00 久国集会所 久 国 区 民 健康手帳

20 月
横瀬愛育班総会，健康相談�  9 :30~11 :00 横瀬集会所 横� j頼 区 民 健康手帳� 

生名愛育班総会，健康相談�  13 : 30~15: 00 生名センター 生 名 区 民 健康手帳

掛 谷愛育班総会 ， 健 康 相 談 �  9 : 30~ 1l :00 掛谷集会所 今。控ト 回 i 区 民 健康手帳� 

21 火
今山母子愛育班総会，健康相談� 13:30~ 15:00 

今山ふれあい
交流館�  

ρ7、 山 区 民 健康手帳

22 水
棚野愛育班総会，健康相談�  9 :30~ 1l :00 棚野集会所 ネ朋 里子 区 民 健康手帳� 

中山愛育班総会，健康相談�  13:30~ 15:00 中山集会所 中 山 区 民 健康手帳� 

23 木 黒岩愛育班総会，健康相談�  13:30~ 15:00 勝浦会館 黒 岩 区 民 健康手帳

離 手し 食 講 習� AヱZ、� 13 : 00 ~14 : 00 農村環境改善

センター�  

平成9年9月l日から平成10年

2月28日までに生まれた子

母子健康� 

手 帳
24 金

手L 児 健 康 三ロJ人' 査� 14:00~15 :00 

E
h
-

ヘ
-

健
タ

旧
師
サ
八

幡
例
的
内

助
柚
松
山

本
格
的
な
少
子
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
人
々
の
健

康
に
対
す
る
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
健

康
は
幸
せ
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
基
盤
で
す
。
健

康
に
対
す
る
ニ
�
 ズ
は
、
疾
病
の
予
防
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
健
康
増
進
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
多
様
化
し
、
さ
ら
に
は
、
食
品
の
安
全
性
や
廃
棄

物
な
ど
生
活
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
へ
と
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
様
化
し
た
住

民
ニ
�
 
ズ
に
対
応
し
た
地
域
保
健
を
推
進
す
る
保
健
、

医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
が
今
、
必
要
と
な

っ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
の
地
域
保
健
法
の
全


面
施
行
に
伴
い
、
勝
浦
町
で
も
住
民
に
身
近
で
頻
度


の
高
い
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
提
供
す
る
こ
と


に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
実
現
に
あ
た


っ
て
は
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
り
、
つ
く
る
」


と
い
う
自
助
努
力
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。


勝
浦
町
で
は
‘
全
町
に
組
織
さ
れ
て
い
る
愛
育
班

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健

康
診
査
、
機
能
訓
練
、
訪
問
指
導
な
ど
各
種
保
健
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

MUS04
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みんなの健康



..・H ・..………無料 し記入する。� 

H風 し ん ……-………………………...・� ・..…・・無料 ② 診察を受ける。� 

麻 し ん ・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・……・・・・� 2，000円 ③ 接種を受ける。� 

11

回

定期予防接種実施の一部変更について
平成10年4月� 1日かう医療機関の受付時間，接種曜日，


接種月が一部変更になりました。該当する方は，計画的に


定期接種内に受けてください。


※問い合せ先勝浦町役場福祉課保健婦(密会� 2511)へ。� 

1.予防接種が受けられる医療機関について

医療機関名哩~I 月 火 水 木 金 土 日 | 受付時間

赤岩医院�  午前 9 時 ~12時(土曜日)

(ft2-2006) 午後 3 時 ~6 時(月曜日)

午前 9 時 ~11時30分山西医院�  
(宮2-3027) 午後 3 時~5 時

勝浦病院�  午前10時~午後� 3時� 
(ft2-2555) (小児科 月 ・金|曜日のみ)� 

※ ×印の入っているところは接種が受けられません。

注意� 1)希望する医療機関へ，あ らかじめ電話等で問い合せをしてから ，接種を受けに行ってください。直接

行って も受けられません。

2)やむを得ず受け付けした医療機関を変更す る場合は，接種を受ける前に必ず受け付けした医療機関へ

連絡をしてください。� 

2 .医療機関への委託期間について

3 種混合
(ジフ テリア ・百日せき ・破傷風) 

2 種混合 

(ジフテリ 7 ・破傷風 )


麻 し ん

風 し ん

日本脳炎 �  

*定期予防接種医療機関委託年間一覧表 〈個別接種)

医療機関� 

赤岩医院

山西医院

勝浦病院

3 .接種料金について 4 .接種を受ける手順について 
3種混合(ジフテリア ・百日せき ・破傷風)…・・・無料� ① 予診票が記入できているか確認し，体温を測定

2種混合(ジフテリア・破傷風)� ….

ポ

母子健康手帳，予防接種手帳に記入してもらう 。④円500..……・・・H.・日本脳炎(1回につき)……..� H H

※医療機関の窓口で接種後，料金を支払ってください。 ⑤ 料金を支払う 。(麻しん・日本脳炎)

*当分の間集団で行なう予防接種 (接種料は無料)

一 月 I4月 I5月 I6月 I7月 I8月 I9月� 0月� 111月� 112月� 11月� 12月� 13月|実施場所� 

農村環境

改 善
オ

ツベルクリン反応4食査とBCG センター

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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国民健康保険被保険者証の検認はお済みですか 
4月からは，検認済の国民健康保険被保険者証でなければ病院にかかることができま

せん。まだ検認をされていない方は 早急に役場税務保険課で検認を済ませてください。

固偲厄姻~す§告巴秒⑮§色号

・

四

〈会社をやめたら健康保険はどうなるの?)

女ケース 1 再就職先の健康保険等に加入します。

公ケース 2 引き続き健康保険の任意継続に加入します。

健康保険の被保険者期聞が 2ヶ月以上ある人は退職後 申請により 2年聞を限度に
、，

引き続き健康保険の被保険者となることができます。

公ケース 3 国民健康保険に加入します。 

14日以内に役場の受付窓口へ加入の届出を f

手続きに必要なもの

.健康保険の資格喪失証明書

印鑑

・世帯に国保の被保険者がいる場合は国民健康保険の保険証

〈国民健康保険の加入者が会社に入ったら?)

大会社の健康保険等に加入します。 

14日以内に役場の受付窓口へ脱退の届出を/

手続きに必要なもの

.健康保険の資格取得証明書や会社の健康保険証などの資格を証明するもの

.国民健康保険の保険証

・印鑑  

4月か 5老人医療の受給者証が変わります」


現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
老
人
医

療
受
給
者
証
は
、
平
成
十
年
三
月

三
十

一
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

三
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
新
し

い
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

な
お
、

加
入
健
康
保
険
の
変
更
、

住
所
の
変
更
等
が
あ

っ
た
場
合
に

は
届
出
が
必
要
で
す
の
で
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

食
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金

(
入
院
時
)
改
正

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
入
院
時
の

一
部
負
担
金
が

一
日
に
つ
き
千
百
円 

(現
行
千
円
)

に
四
月

一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
国民健康保険被保険者証の検認はお済ですか
4月からは検認済の国民年金被保険者証でなければ病院にかかることができません
まだ検認をされていない方は早急に役場税務保険課で検認を済ませてください
国保に加入するときやめるとき



「わが家の省エネ大作戦」

参加家族募集

~~I!?ミ首会事;お溢織泊(B

回

わたしたちは， 日常生活で多くのエネルギーを消費

して暮らしています。エネルギーの消費は、地球を温暖

化 させる二酸化炭素の排出につながります。このまま

二酸化炭素が増大すると地球の温暖化が進み，地球環

境にと って深刻な危機をもたらします。その防止のた

めにも省エネルギーは重要です。

「わかっているけどなかなか実践できない，何をす

ればよいのかわからなしりというあなた・・

まずは，環境家計簿モニターにな って，生活の中で

消費しているエネルギー量などを知ることからはじめ

ませんかっ そして一緒に，家庭での省エネ行動につ

いて取りキ且んでいきましょう 。

(応募のきまり 〉

* 内 容 �  

0環境家計簿の記帳

平成10年� 5月から平成11年� 2月までの10ヶ月間

(エネルギー使用量と資源ごみ排出量の記帳) 

0講習会(2回)・見学会(�  1回)の参加

~徳島県~  

O体験レポートの提出

*対 象 県内に住む家族(一人暮らしでも可)

女募集定員� 100家族

*募集期間 平成10年� 4月 1日(水)から� 4月17日(釦まで

*応募方法

はがきに住所，代表者氏名，電話，家族構成と年

齢を記載のうえ，お申し込みください。

女お間合せ先及び応募先

〒770-8570 徳島市万代町� 1-1 

徳島県環境生活部生活文化国際総室(ft0886-21-2257)

*謝礼

環境家計簿の10ヶ月間の記帳と体験レポートを提

出された家族には謝礼(図書券� 5、000円分)を差し上

げます。

※応募者多数の場合は，地域などを考慮して決定し� 4

月の下旬ごろ直接通知します。

講習科目� 

開催場所

受付場所

(受付時間)

申込期間� 

講習期間� 

講習内容

受講料

疋F占 『

貝� 

講習時間

受講資格

その他

1'¥ ソ コ� / 実務 ワ 一 フ ロ ホームヘルパー(2級)

女 性職業セ�  / タ 板野町中央公民館
日本赤十字会徳島県支部

(徳島市庄町 3丁目)
(徳島市中昭和町 1丁目) (板野郡板野町吹田町南)

徳島県女性職業センター�  
午前� 9時30分� ~午後� 3時30分 午前10時~午後� 3時 (徳島市中昭和田J-1丁目 2 ) 

5 / 13 ~ 5 / 15 5 / 14 ~ 5 / 18 4 / 22 ~ 4 / 24 

5 / 28 ~ 6 / 26 5 / 29 ~ 6 / 26 5/11 ~ 7/7 

パソコンの基本操作及び機能の習得 ワープロの基本操作及び機能の習得 介 護 の 知 識 と 技 能 の習得

無料(但しテキスト代別途) 無料(但しテキスト代約20，000円� )

24 名

午前� 9時30分~午後� 3時30分 午前10時~午後� 4時

就業を希望する女性

詳細は，徳島県女性職業センターにわ問い合わせください。

女性職業センター 告� 0886-54-0121

テレフォンガイド 宮0886-54-0124 

MUS04
テキストボックス
女性無料技術講習会開催
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美彰 略 日
(η

労働保険の年度更新

5月20日まで

平成10年度の労働保険の年度更

新の時期がまいりました。

労働保険概算・確定保険料申告

書により.� 5周20日までに手続き

をされますようお願いいたします。

詳しくは，徳島労働基準局� (ft 

大
字
三
渓
字
僅
湖
桑
原
イ
ワ
ヱ
(
九
歳
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お
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や
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申
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ま
す

-

充
¥

慶

お
誕
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お
め
で
と
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子
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意
あ
り
が
と
ャ
つ
ご
ざ
い
ま
し
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2
月
間
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日
日
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仲
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岡
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柳
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近
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重
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(久
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中

村

芳

生

さ
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(久
国
) 

鵜

津

進

さ
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(立
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)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お

詫

び

と

訂

正

広
報
か
つ
う
ら
三
月
号 
4
ペ
ー
ジ
の

「
今
山
の
お
四
国
さ
ん
」
の
主
な
鑑
賞

採
訪
か
所
の
記
事
中
、
「
洞
穴
奥
行
七

十
八
日
初
の
横
穴
」
と
な

っ
て
お
り
ま
し

た
が
、

「洞
穴
奥
行
七 
1
八
沢
の
横
{
八
」

の
誤
り
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。

|勝浦会館から
 

平成10年度交流事業

各種講座の受講申込

今年度も昨年度に引き続き� 7つの講座

を開講する予定にしています。 この事業

は， 当地区の方々と近隣地域の方々が席

を共にし，講座の勉強を行いながら，共

通の趣味などで交流を図り，お互いの触

-2364)へお問い合わせください。� 

夜間救急当番表

④⑨ 
れ合いのなかから親睦を深め，同和問題

に対する理解と5忍識を高めることを目的

とし ています。

心配ごと相談� この趣旨をご理解いただ き，多数の方

々が参加を してくださ るようお願いいた

-日時 4月3日働� します。

4月10日働� 特に， 男性の方の参加を期待 してお りま

4月17日働� 
す。

4月24日働 -申込み先 勝浦会館

・時間 (申し込み用紙は会館にあります )

午前10時~午後� 3時 ・申込み期日 平成10年� 4月20日� (月)

・内容 ・開講予定� 5月6日以降

人権・行政・厚生・福祉 ・予定講座 大正琴教室，陶芸教室，

・場所 踊り教室，生け花教室，

住民福祉センター� 2階� 習字教室，カラオケ教室，

ワー プロ教室� 
(ー 受 付 し て お りl(注)参加者が少なかったり，講師先生
ますので，お気軽にお}

4月� 2日 上勝第2診療所� 5-0152 

4月� 4日 勝浦病院�  2-2555 

4月� 6日 山西医院�  2-3027 

4月� 8日 勝浦病院�  2-2555 

4月10日 湯 浅医院�  2-2003 

4月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

4月14日 赤岩医院�  2-2006 

4月16日 勝浦病院�  2-2555 

4月18日 上勝診療所� 6-0302 

4月20日 勝浦病院�  2-2555 

4月22日� M者第2診療所� 5-0152 

4月24日 勝浦病院�  2-2555 

4月⑫日 山西 医院�  2-3027 

4月28日 勝 浦病院�  2-2555 

4月30日 湯浅医院�  2-2003 

平日 午後� 6時から翌朝午前� 9時まで
問い合わせください。� J 

の都合により開講できない場合も

休日 午後� 7時から翌朝午前� 9時まで ありますのでお含みおきく ださい。� 

園

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓




